
                                     第１１号 

                              ２０１８年８月２２日 

                                              

                                              

  

    

  

 

謹啓 暮夏の候、皆様には益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。 

さて、籠原駅 荻野 勝巳 氏におかれましては、去る７月２４日、４０歳の若さでご逝去 

されました。ここに謹んでご冥福をお祈り申し上げます。 

顧みますと、故人は１９９８年４月桐生駅にて鉄道人生を始められ、翌年には高崎車掌区に配 

属され車掌業務を担い、列車の安全・安定輸送に従事されました。その後、高崎駅、上尾駅、熊 

谷駅、高崎支社営業部を歴任された後、籠原駅では管理者として後輩の育成・指導にご尽力され 

ました。 

また、会社の発展と仲間と家族の幸せを第一に考え、職場の同僚や同期からの信頼も厚くこれ 

から益々そのお力を発揮される矢先の出来事であり、誠に残念でなりません。 

残された奥様の智美さん、小学校６年の煌代さん、小学校３年の心和さんに対し、なんとお慰 

めしてよいか言葉もありません。 

ここに故人の意をお慰めし、残されたご遺族に心からの励ましを頂戴したく、皆様の温かいご 

支援を賜り申し上げることとなりました。何かと出費の多い折柄、誠に恐縮とは存じますが、皆 

様のご厚情を賜りますよう、切にお願い申し上げます。 
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